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　令和８年６月定例月議会で審議した市長提出議案31件、議員発
議案１件について、全議案とも原案どおり可決・同意・適当とさ
れました。

令和８年6月定例月議会の概要　日程：6月９日～6月30日（22日間）

pick up!

市長提出議案
（第35号議案～第62号議案、諮問第１号～第３号）

・予算案件 ２件
・条例案件 ７件

・その他案件 ２件
・人事案件 20件

　農地集約化に向けた経営改善に必要な農業用機械導入を支援するため、農林水産業費（地域農政推
進対策事業費）を４００万円増額し、本市の地域計画のうち目標地図に位置付けられた認定農業者等
によるハウス拡大やトラクターなどの施設・機械の導入に対して補助します。

◆「令和８年度藤枝市一般会計補正予算（第２号）」（第35号議案）

発議案第１号　すべてのケアラーに対する包括的な支援と
　　　　　　　法的枠組みの整備を求める意見書

　近年、家族等の介護や世話を無償で担う「ケアラー」の負担が深刻な社会問題となっていま
す。すべてのケアラーが個人の尊厳を保ち、社会から孤立することなく、安心して生活し、就
労や学びなど社会参加を継続できるよう、国において財政支援を含めた包括的な支援と法的枠
組みの整備を講じるよう求めるものです。

人事案件

◆�第46号～第62号議案
� 農業委員会委員
 栗原　博司さん（滝沢）　　　　　岩本　光雄さん（谷稲葉）　　　　髙橋　君雄さん（時ケ谷）
 桒原　伸充さん（仮宿）　　　　　増田　俊平さん（稲川）　　　　　仲田　好毅さん（前島三）
 杉本　裕明さん（大新島）　　　　大石　康弘さん（大洲五）　　　　藪﨑　眞古人さん（岡部町桂島）
 桑山　壽美男さん（岡部町宮島）　松浦　久美子さん（大新島）　　　田森　喜治さん（大東町）
 上山　優さん（瀬戸ノ谷）　　　　海野　みのりさん（北方）　　　　澤口　のり子さん（滝沢）
 梅原　康浩さん（郡）　　　　　　木野　浩満さん（平島）

◆�諮問第１号　　　　　　　　　◆�諮問第２号　　　　　　　　　◆�諮問第３号
 人権擁護委員 人権擁護委員 人権擁護委員
 戸塚　敏雄さん（滝沢） 竹下　蓉子さん（仮宿） 森　豊通さん（藤岡三）

次の人事案件について同意・適当としました。

※各議案については、藤枝市議会
ホームページをご覧ください。

第35号議案～第45号議案 第46号議案～第62号議案
諮問第1号～諮問第３号
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建設経済環境委員会

　光るカーブミラーについて調査を行いました。
　光るカーブミラーの設置箇所や設置に係る金額、
設置後の評価などについて説明を受け、質疑を行
い、実際に現地の設置状況を確認しました。
　委員からの質疑では、光るカーブミラーの設置に
より、事故の件数の推移はどうなったのか、新規に設
置した数はどのくらいであったか、光るカーブミラー
と通常のカーブミラーの設置数のバランスについて
はどのように考えているのか、と質疑がありました。

光るカーブミラーについて

健康福祉教育委員会

　中部学校給食センターにおいて、学校給食の現状につ
いて調査を行いました。
　まず、「食育月間」（６月）を利用して、６月の連続した５
日間を「ふるさと学校給食」に設定し、地元食材を使った
料理を献立に活用していることについて説明を受け、試食
を通じて量や品質などを確認しました。
　次に、現在進行中の新学校給食センター事業のスケ
ジュールや、調理機器の更新状況について説明を受けました。
　委員からは、給食に係る原材料費の高騰や、給食センター
で働く調理員の労働環境について質疑がありました。

学校給食の現状について

総務委員会

　歴史・文化・芸術に触れる環境づくりについて、郷土博
物館・文学館の常設展と特別展「さとうわきこ展」を調査
しました。展示内容や特別展の開催について説明を受け、
展示状況を確認しました。委員からは、家康と田中城に関
するアニメの視聴について、資料の寄贈について等の質疑
がありました。
　８月１６日まで開催の特別展「日本のおもちゃ大博覧会」
にもぜひ多くの方に鑑賞していただきたいです。

歴史・文化・芸術に触れる環境づくりについて

当日の学校給食メニュー
（お茶パン、チンゲン菜のクリーム煮など）

常任委員会審査レポート常任委員会審査レポート
ピックアップ！

現地調査

現地調査

現地調査
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公
明
党

議
員

大
石
　
保
幸

藤
新
会

議
員

秋
田
　
隆
久

●�議員が市の事業に対して、執行状況や将来の�

方針をただしたり、政策的な提言を行います。�

質問は１議員50分以内です。

●一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員

　本人からの寄稿によるものです。

●�市ホームページで議会録画映像の配信や

「会議録の検索」により一般質問など本会

議の詳しい内容も、ご覧になれます。
６月定例月議会の一般質問は、

6月16日（火）、17日（水）、18日（木）の
３日間にわたり行われました。 インターネット議会中継

会議録検索システム

防
災
気
象
情
報
の
伝
達
、情
報
体
系
に
つ
い
て

問
現
在
の
情
報
伝
達
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
民
に
迅
速
か
つ
正
確
な
防
災
情
報
を
お
届
け
す
る
た

め
、「
防
災
緊
急
情
報
一
斉
配
信
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
て
お
り
、
同
報
無
線
、
防
災
ア
プ
リ
、
キ
ッ
ク
オ
フ

メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
手
段
を
活
用
し
て
い
る
。

問
消
防
団
員
が
効
果
的
な
活
動
を
行
う
た
め
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
準
備
を
進

め
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
市
内
６
地
区
の
消
防
団
分
団
詰
所
敷
地
内
に
「
土
の
う

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
整
備
す
る
計
画
を
立
て
、
本
年
度

は
２
地
区
に
設
置
済
み
。
ま
た
、
最
大
２
千
リ
ッ
ト
ル

の
排
水
能
力
を
有
す
る
排
水
ポ
ン
プ
１
台
を
導
入
し
、

団
員
を
事
前
招
集
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
災
害
対
応
が

行
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問
外
水
氾
濫
・
内
水
氾
濫
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周
知
・

啓
発
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

答
外
水
氾
濫
は
21
河
川
に
つ
い
て
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域

の
県
の
公
表
を
受
け
、洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
改
定
し
、
広
報
ふ
じ
え
だ
と
一
緒
に
全
戸
配
布
し

て
い
る
。

　

内
水
氾
濫
は
、
水
路
や
道
路
側
溝
か
ら
雨
水
が
排
水
で

き
ず
に
溢
れ
る
か
を
予
測
す
る
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
実
際
に
即
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
向
け
て
、
改
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

今
後
も
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
と
連
携
を
一
層
強
化

し
、
市
民
の
皆
様
が
迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
を
と

れ
る
防
災
体
制
の
充
実
に
期
待
し
ま
す
。

人
口
問
題
と
自
殺
対
策
に
つ
い
て

問
２
０
２
５
年
に
お
け
る
国
全
体
の
小
中
高
生
の
自
殺
者

は
過
去
最
多
を
記
録
し
た
。
国
で
は
こ
ど
も
の
自
殺
対

策
を
社
会
全
体
で
取
組
む
た
め
な
ど
と
し
て
「
自
殺
対

策
基
本
法
」
を
改
正
し
た
が
、
こ
の
改
正
へ
の
市
の
対

応
を
伺
う
。

答
市
で
は
近
年
、
20
歳
未
満
の
自
殺
者
は
発
生
し
て
い
な

い
が
、
若
年
層
の
自
殺
リ
ス
ク
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
改
正
の
趣
旨
に
沿
っ
て
関
係
機
関
と
緊
密

な
連
携
を
取
っ
て
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

環
境
と
資
源
の
循
環
に
つ
い
て

問
本
年
度
か
ら
「
第
３
次
藤
枝
市
環
境
基
本
計
画
後
期
計

画
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。取
組
ま
れ
て
き
た
成
果
を
伺
う
。

答
ご
み
の
減
量
化
で
は
、
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
は
、
人
口
10
万
人
以
上
50
万
人
未
満
の
自
治
体
の
う

ち
、
ご
み
袋
の
有
料
化
を
実
施
し
て
い
な
い
自
治
体
の

中
で
全
国
１
位
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

問
環
境
へ
の
配
慮
と
循
環
経
済
を
推
進
し
て
い
く
上
で
リ

フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
（
整
備
済
み
製
品
）
の
活
用
と
、

そ
れ
を
扱
う
企
業
と
の
連
携
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

答
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
の
活
用
は
、
廃
棄
物
等
の
削
減

に
も
つ
な
が
る
リ
ユ
ー
ス
の
取
組
の
一
つ
で
あ
り
資
源

循
環
に
寄
与
す
る
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。
そ
の
製
品
を
扱
う

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

国
が
策
定
予
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
、
そ
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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藤
新
会

議
員

大
石
　
心
平

藤
新
会

議
員

薮
崎
　
正
幸

無
会
派

議
員

川
島
美
希
子

人
口
構
成
の
変
化
に
伴
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
と
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
従
来
と
同
じ
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
を
今
後
も
維
持
で
き
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答
従
来
と
全
く
同
じ
仕
組
み
や
手
法
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
は
困
難
で
あ
り
、
人
口
減
少
社
会
に
適
応

し
た
地
域
運
営
へ
の
転
換
が
必
要
と
の
認
識
。
そ
の
た

め
、
地
域
の
実
情
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
や
地
域
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
自
治
会
や
自
主
防
災
会
へ
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
デ
ジ
タ
ル
活
用
は
若
い
世
代
の
参
加
促
進
や
情
報
共
有
、

ま
た
活
動
の
負
担
軽
減
に
有
効
で
あ
る
。
自
治
会
で
の

事
例
共
有
や
相
談
対
応
、
導
入
支
援
を
進
め
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
会
に
つ
い
て
も
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
人
口
構
成
の
変
化
が
大
き
い
地
域
な
ど
で
、
新
た
な
地

域
運
営
を
模
索
す
る
際
、
市
は
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て

い
く
の
か
。

答
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
な

が
ら
、
地
域
の
実
情
や
支
援

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
提
供

や
相
談
対
応
を
行
い
、
地
域

と
と
も
に
新
た
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
く
。

少
子
化
に
伴
う
今
後
の
幼
児
教
育
・
保
育
施

設
の
運
営
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
令
和
５
年
度
よ
り
「
地
域
型
保
育
事
業
所
雇
用
安
定
化

事
業
費
補
助
金
」
を
創
設
。
本
市
の
保
育
施
設
は
約
60

園
と
多
い
。
近
年
は
園
児
が
定
員
に
満
た
な
い
園
が
増

加
。
そ
の
反
面
、
潜
在
待
機
児
童
が
今
年
28
人
。
審
査

後
の
空
き
の
園
を
積
極
的
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

答
審
査
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
空
き
の
あ
る
園
が
、
他

に
も
あ
る
と
い
っ
た
案
内
を
お
知
ら
せ
す
る
。

問
兄
弟
が
別
々
の
園
に
通
う
に
は
負
担
が
大
き
い
。
転
園

希
望
者
の
入
所
審
査
の
加
点
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

答
兄
弟
が
通
う
園
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
加
点
を

行
っ
て
い
る
。
兄
弟
が
別
々
で
、
翌
年
４
月
に
転
園
を

希
望
す
る
場
合
の
加
点
も
前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

問
病
児
保
育
は
、
３
施
設
あ
る
が
地
区
等
詳
細
を
教
え
て
。

答
藤
枝
地
区
「
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
高
洲

地
区
「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
・
リ
ト
ル
ハ
ッ
ピ
ー
」
青
島
地

区
「
小
石
川
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
児
保
育
室
」
で
す
。

問
病
児
保
育
は
病
中
や
回
復
期
に
看
護
師
と
保
育
士
を
配

置
し
１
日
２
０
０
０
円
、
半
日
は
半
額
。
身
近
な
市
内

園
の
入
口
等
で
周
知
で
き
な
い
か
。

答
全
て
の
園
に
可
能
な
限
り
協
力
を
お
願
い
す
る
。

問
空
き
家
を
単
な
る
負
の
解
消
で
は
な
く
、
子
育
て
世
帯

の
移
住
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
資
源
と
し
て
、
児

童
数
の
減
少
し
て
い
る
地
区
で
の「
サ
ブ
リ
ー
ス
方
式
」

「
期
限
付
き
賃
貸
」
等
、
賃
貸
物
件
を
増
や
す
研
究
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
新
た
に
「
住
宅
継
承
支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
平
島
団

地
を
モ
デ
ル
に
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
を
開
催
す
る
。
西

北
の
白
藤
団
地
に
つ
い
て
も
、
実
施
に
向
け
進
め
る
。

公
共
施
設
の
横
断
的
な
施
設
維
持
管
理
体
制

問
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
の
修
繕
状
況
や
老
朽
化
の
改

善
等
は
、
担
当
課
や
予
算
の
付
け
方
等
で
優
先
順
位

に
？
が
つ
く
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
「
縦
割
り
行
政
の

弊
害
」
と
考
え
る
。
市
民
に
と
っ
て
は
市
の
施
設
で
あ

る
以
上
不
平
等
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

今
一
度
市
全
体
で
確
認
し
優
先
順
位
を
つ
け
全
庁
で
管

理
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？

答
市
で
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
管
理
し
て
い
る
。
突
発
的
な
不
具
合
に
つ
い
て
は
財

政
経
営
部
で
一
括
管
理
し
て
い
る
予
算
で
対
応
す
る
。

問
例
と
し
て
、
玉
露
の
里
の
エ
ア
コ
ン
や
巨
石
の
森
公
園
、

蔦
の
細
道
公
園
等
と
駅
南
公
園
や
青
木
中
央
公
園
の
手

入
れ
の
違
い
の
差
は
何
か
？

答
今
後
全
て
の
施
設
の
劣
化
度
調
査
等
で
状
況
把
握
を
し

修
繕
改
修
工
事
に
努
め
て
い
く
。

選
挙
制
度
改
革
と
投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

問
以
前
に
も
質
問
し
た
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
？

答
期
日
前
投
票
所
の
増
設
や
配
置
人
員
の
増
減
等
の
見
直

し
を
行
っ
た
。
投
票
所
そ
の
も
の
が
移
動
す
る
移
動
式

期
日
前
投
票
所
の
試
験
的
導
入
を
次
期
選
挙
に
向
け
て

検
討
す
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

　

と
に
か
く
市
民
目
線
に
立
ち
、
現
場
確
認
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
事
案
は
庁
内
で
起
き
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
！ 

“
現
場
”
で
起
き
て
る
ん
だ
！
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藤
新
会

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

議
員

木
野
　
浩
満

寺
田
亜
記
子

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

河
口
　
理
麻

準
用
河
川
六
間
川
流
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

問
浸
水
被
害
の
主
な
原
因
は
？

答
六
間
川
や
大
谷
川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
、
河
川
へ
接
続

す
る
水
路
の
排
水
機
能
が
低
下
し
発
生
す
る
内
水
被
害

が
主
な
原
因
で
あ
る
。

問
改
修
完
了
ま
で
の
短
期
・
中
期
的
な
浸
水
対
策
は
？

答
短
期
的
に
は
、
河
川
断
面
を
確
保
す
る
た
め
の
浚
渫
を

計
画
的
に
実
施
す
る
。
中
期
的
に
は
、
公
園
や
小
中
学

校
の
校
庭
な
ど
の
公
共
用
地
を
活
用
し
た
雨
水
貯
留
施

設
の
整
備
に
向
け
、
協
議
を
進
め
る
。

問
農
業
用
取
水
堰
の
今
後
の
改
修
は
？

答
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
田
中
地
先
の
田
中
取
水
堰

に
つ
い
て
は
、
下
流
の
平
島
境
堰
付
近
に
ポ
ン
プ
施
設

を
設
置
し
、
取
水
機
能
を
確
保
し
た
上
で
堰
を
撤
去
す

る
計
画
で
あ
る
。

問
護
岸
等
の
日
常
維
持
管
理
は
？

答
緊
急
性
の
高
い
護
岸
修
繕
や
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
実
施

し
て
い
る
。
河
川
内
の
除
草
は
地
域
と
連
携
し
て
行
い

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
市
が
対
応
し
て
い
る
。

問
六
間
川
本
川
改
修
の
考
え
方
は
？

答
本
川
改
修
は
最
も
有
効
な
浸
水
対
策
で
あ
り
、
下
流
側

か
ら
の
整
備
に
加
え
、
用
水
堰
や
橋
梁
の
統
廃
合
も
含

め
効
果
的
か
つ
経
済
的
な
整
備
手
法
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

蓮
華
寺
池
公
園
を
起
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

問
蓮
華
寺
池
公
園
内
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
と
課
題
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
高
齢
者
や
子
ど
も
連
れ
も
使
い
や
す
い
よ
う
、
洋
式
化

を
計
画
的
に
進
め
る
。
臭
気
対
策
も
清
掃
業
者
等
と
連

携
し
取
り
組
む
。　

問
清
水
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
管
理
状
況
と
利
用
者
が

安
心
し
て
歩
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
毎
年
、
草
刈
り
や
清
掃
、
点
検
、
軽
易
な
補
修
な
ど
を

市
民
団
体
に
委
託
し
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
中
級

コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
や
坂
道
、
足
元
の
注
意
点
な
ど
を

看
板
で
分
か
り
や
す
く
示
し
、
安
心
し
て
歩
け
る
環
境

を
整
え
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
終
了
時
間
の
延
長

問
午
後
６
時
以
降
の
延
長
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
午
後
６
時
以
降
に
勤
務
で
き
る
支
援
員
の
確
保
が
最
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

問
多
様
な
放
課
後
の
受
け
皿
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
移
動
車
両
を
活
用
し
た
午
後
７
時
ま
で
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
が
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
る
予
定
。

ま
た
、
児
童
の
お
迎
え
や
、
そ
の
後
の
預
か
り
に
も
対

応
で
き
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
活
用
を
あ
わ

せ
て
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
。

持
続
可
能
な
農
業
振
興
と
、
地
域
へ
の
愛
着

を
育
む
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
ふ
じ
え
だ
ゼ
ロ
か
ら
農
業
エ
ン
ト
リ
ー
制
度
の
成
果
と
、

子
ど
も
や
若
者
が
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
は
。

答
制
度
認
定
者
１
２
６
名
の
う
ち
８
名
の
就
農
や
、
販
売

活
動
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。
今
後
も

収
穫
体
験
や
農
業
者
と
の
交
流
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

問
有
機
農
業
の
担
い
手
育
成
に
も
つ
な
が
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
体
験
農
園
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
年
度
内
開
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
移
住
・
定
住
施
策
と
連
携
し
た
「
農
あ
る
暮
ら
し
」
の

推
進
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
農
地
付
き
空
き
家
な
ど
の
移
住
支
援
策
を
活
か
し
、
関

係
部
署
と
連
携
し
て
就
農
や
移
住
を
支
援
し
て
い
く
。

「
教
育
日
本
一
」を
支
え
る
学
習
環
境
の
充
実

と
、
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
主
体
性
や
挑
戦
す
る
力
を
育
む
体
験
的
な
学
び
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
、
地
域
と
の
交
流

や
体
験
活
動
を
通
じ
て
探
究
的

な
学
び
を
進
め
て
い
る
。

問
教
育
を
軸
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
の
か
。

答
教
育
を
、
市
政
の
重
要
な
柱
と

位
置
付
け
、
地
域
へ
の
愛
着
と

生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
で
、

人
と
ま
ち
が
、
育
ち
合
う
好
循

環
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

本
川
改
修
と
併
せ
て
浚
渫
や
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
な

ど
、今
で
き
る
対
策
を
着
実
に
進
め
る
必
要
性
を
提
言

し
ま
し
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、浸
水
被
害
の
軽
減
と
市
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

蓮
華
寺
池
公
園
の
魅
力
向
上
と
、子
育
て
世
帯
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
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藤
の
ま
ち
未
来

議
員

勝
治
　
伸
也

藤
新
会

議
員

植
田
　
裕
明

藤
新
会

議
員

山
川
　
智
己

サ
ッ
カ
ー
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

問
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
戦
で
の
観
客
の
移
動
手
段
及

び
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
渋
滞
緩
和
の
た
め
駐
車
場
の
増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

軒
先
パ
ー
キ
ン
グ
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
活
用
。
更
に
は

「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」
の
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

問
ス
タ
ジ
ア
ム
の
命
名
権
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
槙
野
監
督
が
就
任
し
、
注
目
度
が
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、

「
蹴
球
都
市
・
藤
枝
」
を
広
く
全
国
に
売
り
込
む
好
機

と
し
て
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に
取
り
組
む
。

問
移
動
そ
の
も
の
を
ワ
ク
ワ
ク
体
験
に
す
る
た
め
に
ウ
エ

ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
の
設
置
は
ど
う
か
伺
う
。

答
法
規
制
や
安
全
面
を
踏
ま
え
つ
つ
、
横
断
幕
な
ど
も
含

め
、
歓
迎
ム
ー
ド
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
お
も
て
な
し

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
在
宅
・
施
設
と
も
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
人
口
構
造
の
変
化
を

踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
つ
い
て
伺
う
。

答
加
齢
に
よ
っ
て
心
身
の
機
能
が
低
下
す
る
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め
初
期
か
ら
専
門
職
が
関
わ
り
生
活
機
能

の
維
持
・
改
善
を
図
る
と
と
も
に
生
活
変
化
を
早
期
に

把
握
し
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
体
制
を
強
化
す
る
。

問
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
専
門
職
や
地
域
、企
業
な
ど
が
連
携
し
、地
域
全
体
で
高

齢
者
が
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

藤
枝
旧
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
本
市
が
考
え
る
今
後
の
展
望
は
？

答
藤
枝
の
旧
市
街
地
に
お
け
る
再
生
に
つ
い
て
は
、
本
市

全
体
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
す
る
大
変
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
ア
ッ
プ
ル

ビ
ネ
ガ
ー
音
楽
支
援
機
構
に
よ
る
音
楽
ス
タ
ジ
オ 

「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

ｉ
ｎ
ｎ 

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｅ
ｄ
ａ
」
の
開
設

を
は
じ
め
、
宿
泊
や
飲
食
の
開
業
な
ど
、
民
間
に
よ
る

力
強
い
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、点
在
す
る
拠
点
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る「
分

散
型
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
地
域
全
体
と
し
て
の

価
値
を
最
大
化
し
て
い
く
。

問
岡
出
山
公
園
の
具
体
的
な
整
備
計
画
と
、
今
後
の
岡
出

山
公
園
の
あ
り
方
は
？

答
山
頂
部
、
中
腹
部
、
低
地
部
に
ゾ
ー
ン
を
分
け
、
平
和
・

歴
史
・
観
光
・
景
観
を
一
体
的
に
体
感
で
き
る
公
園
と

し
て
整
備
し
て
い
く
。

　

本
年
度
は
、
低
地
部
に
つ
い
て
、
新
た
な
慰
霊
碑
の
ほ

か
、
藤
棚
・
縁
台
・
水
飲
み
施
設
等
の
周
辺
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。
中
腹
部
・
山
頂
部
に
つ
い
て
は
、
芝
生

広
場
や
階
段
状
ベ
ン
チ
等
の
整
備
を
来
年
度
予
定
し
て

い
る
。

　

蓮
華
寺
池
公
園
か
ら
旧
市
街
地
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
し
て
、

親
し
ま
れ
る
公
園
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携

を
一
層
深
め
、
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

が
ん
・
歯
周
病
対
策
に
つ
い
て

問
が
ん
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進
は
？

答
女
性
の
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を
企
業
等
と
連
携

し
て
実
施
し
、
若
い
世
代
か
ら
の
が
ん
対
策
に
つ
な
げ

る
。
保
健
医
療
福
祉
、
教
育
分
野
、
事
業
所
等
、
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
ゆ
く
。

問
歯
周
病
対
策
の
一
環
で
も
あ
る
条
例
改
正
は
？

答
「
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
条
例
」
を
年
度
内
に
改
正
す

る
予
定
で
あ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

答
昨
年
度
は
、
県
総
合
防
災
訓
練
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

10
月
に
実
施
し
た
た
め
、
年
１
回
以
上
の
訓
練
を
お
願

い
し
た
が
、
今
年
度
は
年
２
回
、
夏
と
冬
に
訓
練
を
実

施
す
る
方
針
で
あ
る
。

詐
欺
対
策
に
つ
い
て

問
安
全
安
心
な
ま
ち
を
標
榜
す
る
本
市
と
し
て
、
詐
欺
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
効
果
的
な
詐
欺
対
策
と
し

て
動
画
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
？

答
詐
欺
被
害
を
「
自
分
事
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
体
験
談

な
ど
を
ま
と
め
た
特
殊
詐
欺

対
策
動
画
を
藤
枝
警
察
署
、

藤
枝
商
工
会
議
所
と
連
携
し

て
作
成
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
配
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

本
市
の
伝
統
あ
る
歴
史
と
文
化
に
加
え
、
新
た
な
魅
力

が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
で
、
旧
市
街
地
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
活
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！
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日
本
共
産
党

議
員

さ
と
う
ま
り
こ

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

八
木
　
　
勝

公
明
党

議
員

山
本
　
信
行

大
雨
の
た
び
に
不
安
に
な
る
高
洲
地
区
を
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

問
高
洲
地
区
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
現
状
認
識
に
つ
い
て

答
高
洲
・
高
柳
地
区
の
浸
水
は
、
宅
地
化
の
進
展
に
伴
う

農
地
の
減
少
や
、
近
年
頻
発
す
る
短
時
間
豪
雨
な
ど
が

要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
黒
石
川
・
小
石
川
の
水
位
上
昇

に
よ
り
水
路
か
ら
河
川
へ
の
排
水
が
低
下
し
、
内
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。

問
小
石
川
・
黒
石
川
流
域
の
浸
水
対
策
の
進
捗
と
今
後
に

つ
い
て

答
黒
石
川
上
流
域
で
は
バ
イ
パ
ス
水
路
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
県
に
よ
る
河
川
改
修
や
、
焼
津
市
の
遊
水

地
整
備
も
進
行
し
て
い
る
。
小
石
川
で
は
浚
渫
工
事
を

実
施
し
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
は
本
川
改

修
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
県
や
焼
津
市
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
駅
西
公
園
、
青
木
中
央
公
園
、
青
島

中
学
校
、
高
洲
小
学
校
な
ど
を
候
補
地
と
し
て
、
公
共

施
設
へ
の
雨
水
貯
留
機
能
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問
今
後
の
治
水
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
公
共
用
地
へ
の
貯
留
施
設
整
備
は
、
比
較
的
早
期
に
実

施
で
き
、
河
川
へ
の
負
担
軽
減
策
に
有
効
な
対
策
で
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
の
も
と
、
可
能
な

限
り
早
期
着
手
を
目
指
し
て
い
く
。
今
後
も
流
域
治
水

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
地

域
と
連
携
し
た
治
水
対
策
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
さ
ら
な
る
充
実
を

問
福
祉
有
償
運
送
「
お
ち
ゃ
ま
る
タ
ク
シ
ー
」
は
運
行
時

間
が
短
い
、
料
金
一
回
１
６
０
０
円
、
通
院
限
定
と
い
う

課
題
が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
が
望
ま
れ
る
が
ど
う
か
。

答
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
８
月
よ
り
福
祉
有
償
運
送
「
の

り
ま
る
」
を
新
た
に
実
施
す
る
。
市
内
は
片
道
一
律
８

０
０
円
で
８
時
半
か
ら
17
時
ま
で
、
買
い
物
、
社
会
参

加
等
に
も
使
え
る
。

倒
木
・
枝
折
れ
に
よ
る
事
故
を
防
げ

問
老
朽
化
し
た
公
園
の
桜
に
更
新
計
画
は
あ
る
か
。

答
更
新
計
画
は
な
い
た
め
、
計
画
的
な
更
新
の
検
討
を
進

め
る
。

問
瀬
戸
川
堤
防
上
の
通
学
路
で
も
あ
る
市
道
で
、
枝
枯
れ

な
ど
危
険
な
状
況
が
あ
る
。
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
は
さ

れ
て
い
る
か
。

答
樹
木
は
県
管
理
区
域
内
に
あ
る
た
め
定
期
点
検
さ
れ
て

い
な
い
所
が
あ
る
。
道
路
管
理
者
と
し
て
確
認
し
対
応

し
て
い
く
。

ナ
フ
サ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
る
市
民
に

支
援
を

問
市
内
事
業
者
の
状
況
を
調
査
し
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

市
が
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
て
緊
急
窓
口
を
設
置
、
ア
ン

ケ
ー
ト
•
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
中
。
国
保
税
、
地
方
税

の
徴
収
猶
予
等
の
措
置
を
適
切
に
運
用
す
る
。
国
・
県

に
支
援
を
強
く
求
め
、
本
市
と
し
て
も
検
討
す
る
。

成
年
後
見
人
等
の
取
組
に
つ
い
て

問
市
民
後
見
人
制
度
の
活
用
促
進
に
向
け
た
市
の
取
組
状

況
と
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
今
後
、
市
民
後
見
人
登
録
者
を

活
躍
の
場
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

「
権
利
擁
護
検
討
会
議
」
で
弁

護
士
等
の
専
門
職
か
ら
意
見
を

伺
い
、
更
な
る
活
用
促
進
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
の
取
組
に
つ
い
て

問
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
の
情
報
提
供
、
妊
婦
健
診
受
診

時
の
医
療
機
関
で
の
周
知
、
ま
た
、
両
親
学
級
や
パ
パ

マ
マ
教
室
の
機
会
を
通
じ
て
母
乳
バ
ン
ク
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
付
す
る
な
ど
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
取

組
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
啓
発
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
を
利
用
で
き
る
医
療
機
関
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
医
療
機
関
で
正
し
い
情
報
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
県
な
ど
と
連
携
し
、
周
知
に
繋
が
る
方
法
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
母
乳
バ
ン
ク
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
を
し
て
い
く
。

問
法
的
な
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
市
と
し

て
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
か
と

思
う
が
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
県
や
近
隣
市
町
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

地
域
を
く
ま
な
く
歩
き
、多
く
の「
困
っ
た
」の
声
に
向
き

合
う
。第
一歩
は
命
と
暮
ら
し
を
守
る
流
域
治
水
か
ら
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

市
民
生
活
の
困
り
ご
と
解
決
に
、優
先
し
て
予
算
を
。
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藤
新
会

議
員

多
田
　
　
晃

日
本
共
産
党

議
員

石
井
　
通
春

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

遠
藤
久
仁
雄

サ
ッ
カ
ー
を
核
と
し
た
今
後
の
街
づ
く
り

問
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
の
Ｊ
２
リ
ー
グ
参
戦
に
よ
る
効
果

答
蹴
球
都
市
と
し
て
次
の
１
０
０
年
に
歩
み
を
進
め
る
中

に
お
い
て
、
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
は
街
の
一
体
感
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
り
本
市
に
大
き
な
希
望
と
活
力
を
生
み
出
し

て
い
る
。
槙
野
監
督
の
「
街
全
体
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
の
強
い
想
い
が
、
市
民
や
市
内
事
業
者
、
各
種
団
体

な
ど
多
方
面
に
期
待
感
や
高
揚
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
お

り
、「
槙
野
効
果
」
を
実
感
し
て
い
る
。
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ

Ｃ
が
地
域
に
与
え
る
効
果
は
膨
ら
み
つ
つ
あ
り
、
２
０

２
４
シ
ー
ズ
ン
に
試
算
し
た
直
接
消
費
額
の
約
５
億
円

は
２
０
２
５
シ
ー
ズ
ン
に
は
約
７
億
円
に
増
加
し
た
。

問
ア
ウ
ェ
イ
客
を
地
域
経
済
に
繋
げ
る
取
組
み
に
つ
い
て

答
市
観
光
協
会
を
は
じ
め
商
業
者
や
大
手
企
業
等
と
連
携

し
た
「
藤
色
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
Ｘ
」
を
展
開
す
る
。
ま

た
試
合
後
も
ア
ウ
ェ
イ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
市
内
に
滞
在
し

飲
食
店
で
ホ
ー
ム
と
ア
ウ
ェ
イ
の
垣
根
を
越
え
て
交
流

を
楽
し
む
と
い
う
、
他
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
は
見
ら
れ

な
い
光
景
も
名
物
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

問
市
・
ク
ラ
ブ
・
民
間
企
業
な
ど
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

答
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
を
蹴
球
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
や
地
域
、
事
業
者
な
ど

が
一
丸
と
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
有
益

と
な
る
環
境
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
さ
ら
に

現
在
、
槙
野
監
督
の
効
果
に
よ
り
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
へ
の

注
目
を
好
機
と
と
ら
え
大
手
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
企
業
と

も
手
を
携
え
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
担
い
手
と
な
る
人
材

づ
く
り
な
ど
を
行
う
準
備
も
進
め
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
（
非
正
規
）
職
員
の
地
位
向
上

問
市
民
と
接
す
る
機
会
の
多
い
窓
口
業
務
や
教
育
や
就
労

の
相
談
業
務
な
ど
専
門
性
が
求
め
ら
れ
な
が
ら
非
正
規

で
働
い
て
い
る
職
員
の
地
位
向
上
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
正
規
職
員
と
比
べ
て
15
分
短
い
時
間
差
勤
務
が
差
別
の

よ
う
に
映
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
日
頃
の
尽
力
に
感
謝

し
、
更
な
る
職
場
環
境
改
善
と
待
遇
充
実
に
取
り
組
む
。

ス
ピ
ー
ド
感
あ
り
す
ぎ
の
リ
ニ
ア
県
政
に

ス
ト
ッ
プ
を

問
毎
秒
２
ｔ
の
ト
ン
ネ
ル
内
湧
水
、
工
事
期
間
中
山
梨
側
に

流
出
す
る
５
０
０
万
ｔ
の
数
値
は
「
不
確
実
性
を
伴
う
」

と
さ
れ
、
正
確
な
水
量
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
こ
れ
か
ら

で
、
こ
の
段
階
で
県
の
工
事
認
可
は
あ
り
得
る
か
。

答
想
定
外
の
事
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
立
ち
ど

ま
っ
て
確
認
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
要
請
し
て
い
る
。

問
水
質
の
調
査
に
つ
い
て
も
沢
の
一
部
だ
け
に
と
ど
ま
り

中
下
流
域
の
水
量
の
維
持
だ
け
で
済
ま
さ
れ
る
話
で
は

な
い
。
豊
富
な
地
下
水
に
も
影
響
が
大
き
い
は
ず
。

答
調
査
は
詳
細
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
人
が
立
ち
入
れ
な

い
な
ど
の
限
界
が
あ
り
順
応
的
管
理
が
不
可
欠
。

問
人
は
既
に
入
り
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
さ
れ
て
い
る
。

順
応
的
管
理
と
は
「
掘
り
な
が
ら
進
め
る
」
事
で
あ
り

解
決
出
来
る
話
で
は
な
い
。

　

各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
説
明
会
は
集
団
討
議
も
な
く

Ｊ
Ｒ
が
展
示
し
た
パ
ネ
ル
を
個
々
に
説
明
す
る
ス
タ
イ

ル
。
議
事
録
も
な
く
住
民
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
か
。

答
県
が
参
加
し
一
定
の
改
善
が
な
さ
れ
た
が
、
開
催
を

も
っ
て
住
民
理
解
が
得
ら
れ
た
と
い
う
事
で
は
な
い
。

学
校
で
の
健
康
診
断
と
子
ど
も
の
権
利
を

考
え
る

問
「
脊
柱
側
弯
モ
ニ
タ
機
器
」
を
試
験
導
入
し
た
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。

答
志
太
医
師
会
と
の
協
議
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
目
視
に

よ
る
検
査
で
は
、
側
弯
症
の
疑
い
を
正
確
に
発
見
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
機

器
を
用
い
た
検
査
を
市
内
小
中
学
校
の
う
ち
10
校
で
試

験
導
入
し
た
。

問
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
ゼ
ロ
の
実
現
に

向
け
た
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
志
太
医
師
会
等
の
ご
協
力
を
得
て
、
昨
年
か
ら
健
康
診

断
受
診
助
成
事
業
が
、
県
内
で
初
め
て
本
市
で
実
施
さ

れ
た
。
こ
れ
が
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
受
診
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

問
成
人
の
方
か
ら
、
小
中
学
校
時
代
に
健
康
診
断
を
受
診

し
て
い
れ
ば
早
期
に
治
療
が
で
き
て
い
た
の
に
、
と
い

う
声
を
耳
に
す
る
。
子
ど
も
に
は
、
誰
に
も
成
長
期
に

健
康
診
断
を
受
診
す
る
権
利
が
あ
る
の
に
、
そ
の
機
会

を
奪
っ
て
い
る
の
は
周
囲
の
大
人
た
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
本
市
で
健
康
診
断
受
診
者
ゼ
ロ
の
実
現
に

向
け
て
働
き
か
け
た
い
が
如
何
か
伺
う
。

答
保
護
者
等
に
、
健
康
診
断
の
重
要
性
を
よ
り
一
層
周
知

し
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
健
康
診
断
を
受
診
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

藤
枝
市
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
大
切
に
考
え
て
い
る

ま
ち
だ
と
、
胸
を
張
っ
て
宣
言
し
た
い
の
で
す
。
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藤
新
会

議
員

深
津
　
寧
子

　議会運営に関する申し合わせ事項や議員間討議の実施に関する申し合わせ事
項、政策立案等の実施に関する基本方針等を定め、議会の円滑な運営や議員活
動の活性化に取り組んでいるほか、議会意見交換会・議会報告会の開催や常任
委員会等の中継・配信を行うなど市民に開かれた議会の実現に取り組んでいる。

愛知県尾張旭市　７月15日

『効果的な議会運営について』

　政令市で初めて議員発議で条例を制定し、本年４月から施行している。カス
タマーハラスメントの防止に関し、基本理念を定め、市、顧客等、事業者及び
就業者の責務を明示するとともに、防止に関する施策の基本的な事項を定めて
いる。罰則規定は設けていないが、機運醸成を一過性のものにしないために、
12月を「撲滅期間」に設定し、取り組んでいる。

岡山県岡山市　７月16日

『議員発議によるカスタマーハラスメント防止条例について』

令和8年 議会運営委員会行政視察報告議会運営委員会行政視察報告

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
志
太
の
供
用
開
始
に

向
け
た
周
辺
対
策
に
つ
い
て

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
志
太
の
供
用
開
始
に
伴
う
市
民
周

知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
広
報
ふ
じ
え
だ
６
月
号
で
施
設
概
要
を
周
知
し
た
。
今

後
は
広
報
ふ
じ
え
だ
７
月
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
広
報
志
太
広
域
、
広
報
や
い
づ
な
ど
を
活
用
し
、

受
入
開
始
時
期
や
受
入
場
所
、
受
入
時
間
等
に
つ
い
て

周
知
を
行
う
。
ま
た
、
９
月
か
ら
の
燃
焼
試
験
に
伴
い
、

高
柳
清
掃
工
場
及
び
岡
部
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

個
人
持
込
み
が
終
了
し
、
新
施
設
で
の
事
前
予
約
制
や

手
数
料
改
定
に
つ
い
て
も
周
知
を
図
る
。
家
庭
ご
み
の

集
積
所
へ
の
排
出
方
法
に
変
更
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て

も
併
せ
て
周
知
し
て
い
く
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
志
太
の
環
境
保
全
対
策
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
地
元
３
町
内
会
と
環
境
保
全
協
定
を
締
結
し
、
排
ガ
ス

や
騒
音
な
ど
の
測
定
項
目
を
定
め
る
と
と
も
に
、
不
測

の
事
態
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
協
定
に
盛
り
込
む
。

問
環
境
保
全
協
定
締
結
後
の
情
報
共
有
の
方
法
は
。

答
測
定
結
果
を
志
太
広
域
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
す
る
ほ
か
、
環
境
保
全
協
議
会
を
設
置
し
、
地

域
住
民
と
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

問
確
約
書
に
基
づ
く
要
望
事
項
の
進
捗
状
況
は
。

答
仮
宿
・
子
持
坂
町
内
会
は
お
お
よ
そ
半
数
が
完
了
し
、

高
田
町
内
会
に
つ
い
て
は
河
川
改
修
や
道
路
整
備
な
ど

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、
一
つ
一
つ

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議員研修会を開催しました

　令和８年６月30日㈫本市情報デジタル推進課長による「藤枝市議会情報セキュリティ研修デジタル・ガバナ
ンスの基礎知識—セキュリティポリシーと著作権が守る議会の信頼—」と題し、近年、社会全体でデジタル化
が加速し、情報の利便性が高まる一方、サイバー攻撃や誤送信などのヒューマンエラー、意図せずして発生し
うる「著作権の侵害」といった身近で深刻なリスクについての研修会を開催しました。議員はセキュリティと
著作権を守ることは議会の信頼を守り抜くための必須条件であることを再確認する貴重な機会となりました。

●令和８年度　第１回　藤枝市議会議員研修会
日　時：令和８年６月30日㈫午後１時15分～２時30分
会　場：市役所西館５階　第３・４委員会室
テーマ：藤枝市議会情報セキュリティ研修
　　　　デジタル・ガバナンスの基礎知識
　　　　—セキュリティポリシーと著作権が守る議会の信頼—
講　師：藤枝市企画創生部　情報デジタル推進課
　　　　課長　田中�範明　氏
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市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

規
程
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
表
彰
（
議
員
在
籍
20
年
以
上
）　

　
　
　
　

岡
村　

好
男　

元
議
員

永年勤続表彰

調査研究費
事務所費

22％16％

広報費

広聴費

研修費

55％

1％

資料作成費

2％

資料購入費

3％

1％

詳しくは、
下記の二次元コードを
読み込んでください。

　令和７年４月１日〜令和８年３月31日の政務活動費はこのように使われまし
た。政務活動費とは、地方自治法の規定に基づき条例で定められており、議員の 
調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、会派及び会派に 
所属しない議員に対し交付される費用です。藤枝市議会の政務活動費は、 
１人あたり年額300,000円であり、一括して年度当初に各会派（または議員）に交付
され、支出に要した経費を控除して残余がある場合は市に返還しています。

藤新会 藤のまち未来 日本共産党 公明党 池田博議員 山根一議員 計

交付額 2,400,000 2,100,000 600,000 600,000 300,000 300,000 6,300,000 

調査研究費 186,010 676,205 0 0 0 256,589 1,118,804 

研修費 0 2,000 32,550 0 0 0 34,550 

広報費 1,514,893 851,008 386,575 0 60,500 0 2,812,976 

広聴費 0 0 9,840 0 0 0 9,840 

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 

会議費 0 0 0 0 0 0 0 

資料作成費 0 65,320 9,210 15,880 1,270 0 91,680 

資料購入費 31,086 0 8,140 116,436 11,880 0 167,542 

人件費 0 0 0 0 0 0 0 

事務所費 147,898 354,714 151,184 138,852 16,320 5,162 814,130 

小計 1,879,887 1,949,247 597,499 271,168 89,970 261,751 5,049,522 

返納額 520,113 150,753 2,501 328,832 210,030 38,249 1,250,478 

実績交付額 1,879,887 1,949,247 597,499 271,168 89,970 261,751 5,049,522

（単位：円）

令和７年度　政務活動費科目別支出内訳
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054･643･3552　
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E-m
ail　

gikai@
city.fujieda.shizuoka.jp

U
R

L   　
https://w

w
w

.city.fujieda.shizuoka.jp/

９月　　　１日 本会議１日目（☆）
　　　　　　　　　議案上程等
　　　　　８日 本会議２日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問
　　　　　9日 本会議３日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問
　　　　１0日 本会議４日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問・議案質疑等
　　　　11日 現地審査

　　　　14日 決算委員会①
　　　　15日 決算委員会②
　　　　16日 決算委員会③
　　　　17日 常任委員会
　　　　18日 決算委員会④
　　　　24日 決算委員会⑤
10月　　２日 本会議５日目・採決等（☆）

藤枝市議会
ホームページ

本会議、委員会は予約なしで傍聴可能です。
☆は、藤枝市議会ホームページでもご覧いただけます。

Facebook・Instagram
「藤枝市議会」で
議会活動情報を
発信中です

　 藤 枝 市 議 会 で は 、 ホ ー ム
ページ、市議会だよりに加え、
SNSを活用して議会の活動や
委員会の様子などを随時投稿
しています。

議会傍聴を
お待ちしています

　傍聴は、市議会の活動状況
をはじめ、市政の動きに触れ
ることのできる身近な方法で
す。
　議会はどなたでも傍聴する
ことができます。
　予約不要ですのでお気軽に
お越しください。市役所５階
の 受 付 で 傍 聴
券 を お 渡 し し
ます。住所、氏
名 な ど の 記 入
は不要です。

市内学校の皆さん
議場を見学

してみませんか

　主権者教育の一環として、
市内小学校、中学校、高等
学校を対象に議場見学の受
入を行います。社会科見学
等にご利用ください。

市役所への交通手段
については

ご相談ください。

InstagramFacebook

見学時間

平日の午前９時から
午後４時まで

ただし、市役所の休日及
び議会の会期中や会議開
催日等は除きます。

見学を希望する方は、事
前に議会事務局までご連
絡ください。

 ９月定例月議会は、 ９月１日から10月２日までの32日間で開かれる予定です。

本会議本会議
委員会委員会
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